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市の人口と予算
（　）内は前月比／前年同月比人口・世帯

予算

合計
男
女
世帯

一 般 会 計
特別・企業会計
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＝
＝
＝

＝
＝
401億5,900万円
345億5,704万8千円
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162,361
80,600
81,761
64,819

人
人
人
世帯

284
109
175
205

2,915
1,349
1,566
1,828

）
）
）
）

〈4月1日現在〉

オープンガーデン
　ながれやまガーデニングクラブ“花恋人（カレント）”会員の自慢の庭
を一斉公開します
日時：5月8日㈯～ 10日㈪9時から　会場：市内「花恋人」各会員宅

日時：4月29日㈷、5月1日㈯～ 4日㈷10時～ 15時

イベントデイ
5月4日㈷10時～17時

広場・アトラクション
　●おおたかの森探検ツアー
　　時間：①12:30②14:00　各回先着30人
　　参加費：200円
　●モッタイナイバザー
　●季節の花販売、ガーデニンググッズ販売
　●“流山の旬”や産品PR、企業PR
　●ガーデンカフェ（飲食ブース）など

ステージ
　●生ライブコンサート
　　11:00　あっぷる隊○（ママさんブラス）

※あっぷる隊○＆おおたか静流＆大友剛（ジョイント）
　　11:30　おおたか静流&大友剛
　　12:20　アマルトゥブシン（モンゴル民族音楽）
　　13:00　石川早苗デュオ（ジャズ）
　　14:10　曽根麻央＆フレンズ
　●ドッグファッションショー（15:00 〜）

ドッグファッションショー　参加犬募集！
　かわいい服を着せて、ワンちゃんとス
テージに立ってみませんか？
申し込み：4月20日㈫までに電話でマーケ
ティング課へ
※中小型犬20頭（多数抽選）。ペットの犬種、体重、

サイズ（首、胴まわり）、性別などをお知らせください。当日着
用の服のプレゼントあり。中から１組にはさらにお楽しみが！

●花絵作りに参加しませんか
　花の苗6,400株を並べて約10メート
ル四方の花絵を作ります。簡単な作業
ですので、どなたでも参加できます。
参加いただいた方には、5月4日16時
からの花絵解体販売時に花の苗をプレ
ゼントします（29日に引換券を進呈）。
日時：4月29日㈷11時から
参加費：無料
申し込み：当日、直接会場へ

　ゴールデンウイークの恒例イベント「流
山グリーンフェスティバル」が今年も開催
されます。5回目の開催となる今年のテー
マは「Dreams」。楽しく夢のあるアトラク
ションや音楽ステージなどを提供します。
なかでも広場の中心に作られる大きな花
絵は、会場をあざやかに彩ります。
　「都心から一番近い森のまち」のゆたか
な自然と、明るく活気あふれる音楽を感
じられるグリーンフェスティバルをこころ
ゆくまで楽しみませんか。

美しい花絵を彩った花の苗を販売します
　4月29日〜 5月4日まで展示された色と
りどりの花の苗は1ポット50円で販売し
ます。売り上げの一部は「流山市緑の基
金」に寄付されます。
日時：5月4日㈷16時から

花の苗6,400株で作る「花絵」

フリーマーケット

花と緑と音楽の祭典

会場　流山おおたかの森駅南口都市広場
   問　  マーケティング課☎7150-6308

5月 4 日㈷

2010流山グリーンフェスティバル

おおたかの森出張所は、4月17日㈯システムメンテナンスのため臨時休業とします。
　問市民課☎7150－6075／おおたかの森出張所☎7154－0333【おおたかの森出張所の臨時休業】

生ライブコンサートで盛り上がろう！

おおたか静流さん
NHK教育テレビ

「にほんごであそぼ」レギュラー出演中

曽根麻央さん
流山生まれの

天才トランペッター

4月29日㈷ 花絵作り

イベントデイ
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市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
を
今
年
3
月
に
策
定
し
ま

し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市
内
か
ら

発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
の
処
理
に

つ
い
て
、
基
本
方
針
、
数
値
目
標
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
施
策
な

ど
の
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
み
の
分
別

の
徹
底
や
減
量
化
・
資
源
化
の
お

願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
書
は
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
各
図
書
館
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

☎
7
1
5
7

－

8
2
5
0

　

処
分
さ
れ
る
消
火
器
の
安
全
な

回
収
の
た
め
、今
年
１
月
よ
り「
廃

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」

の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
適
正
処
理
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
効
率
的
な
回
収
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
平
成
22
年

1
月
1
日
以
降
に
製
造
さ
れ
、
消

火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
添
付

さ
れ
て
い
る
消
火
器
は
廃
棄
処
分

料
金
が
含
ま
れ
て
販
売
さ
れ
ま
す
。 　

な
お
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ー
ル
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
消

火
器
は
今
ま
で
同
様
に
廃
棄
処
分

料
が
発
生
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
火
器
の
引
き
取
り
は

市
や
消
防
本
部
・
署
で
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
次
の
防
災
事
業
者
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
永
和
防
災
（
こ
う
の
す
台
）

☎
7
1
5
3

－

5
2
7
7

▽
堀
内
防
災
（
江
戸
川
台
東
1
丁
目
）

☎
7
1
5
2

－

1
6
0
1

▽
流
山
防
災
（
加
5
丁
目
） 

☎
7
1
5
8

－

5
6
9
7

　

問
予
防
課

☎
7
1
5
8

－

0
2
7
0

廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

今
年
1
月
よ
り
運
用
開
始

　

3
月
1
日
号
の
「
日
経
グ
ロ
ー

カ
ル
」（
日
本
経
済
新
聞
社
産
業
地

域
研
究
所
発
行
）
で
、
自
治
体
の

情
報
管
理
の
安
全
度
を
評
価
す
る

「
地
方
自
治
体
の
情
報
安
全
度
に

関
す
る
調
査
」
の
結
果
が
発
表
さ

れ
、
流
山
市
が
全
国
で
2
位
に
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
1
月
時
点
、
全
国
の

人
口
10
万
人
以
上
の
2
6
2
市
と

東
京
23
区
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
が
行
わ
れ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
を
得
点
化
し

ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
で
す
。

　

流
山
市
は
、
情
報
資
産
の
管
理

体
制
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
監
査
と
教
育
の
実
施
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
た
結
果
、
千
葉
県

内
で
は
1
位
、
全
国
で
も
2
位
と

な
り
ま
し
た
。

　

問
行
政
改
革
推
進
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
7
8

情
報
安
全
度
全
国
2
位

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
の
調
査
で

　

公
益
通
報
者
保
護
法
に
よ
り
、

市
に
通
報
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

公
益
通
報
と
は
、
労
働
者
が
、

そ
の
労
務
提
供
先
ま
た
は
労
務
提

供
先
の
役
員
な
ど
が
法
令
違
反
を

し
て
い
る
事
実
、
ま
た
は
法
令
違

反
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
旨
を
行

政
機
関
な
ど
に
通
報
す
る
こ
と
で

す
。
こ
の
法
律
は
、
主
に
、
労
働

者
が
公
益
通
報
を
し
た
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
解
雇
な
ど
の
不
利
益

な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
公
益
通
報
者
の
保
護
を
目
的

と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
市
で
は
、
こ
の
法
律
を
受
け

て
外
部
か
ら
の
公
益
通
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
規
程
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
通
報
窓
口
】

　

総
務
部
総
務
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
6
7

【
秘
密
保
持
】

　

公
益
通
報
の
処
理
に
関
し
て
知

り
得
た
情
報
は
、
公
益
通
報
者
の

秘
密
の
保
持
に
配
慮
し
て
適
正
に

保
護
し
ま
す
。

【
公
益
通
報
を
受
け
た
場
合
の
措
置
】

　

公
益
通
報
を
受
け
、
そ
の
法
令

違
反
に
つ
い
て
の
処
分
な
ど
の
権

限
が
市
長
に
あ
る
と
き
は
、
必
要

な
調
査
を
行
い
、
通
報
対
象
事
実

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
令

に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
と
り
ま

す
。
ま
た
、
処
分
な
ど
の
権
限
が

市
長
に
な
い
と
き
は
、
権
限
を
有

す
る
行
政
機
関
を
教
示
し
ま
す
。

　

問
総
務
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
6
7

市
役
所
に
法
令
違
反
通
報
窓
口

総
務
課
に
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

窓口サービスアンケートの結果を公表
　第4回窓口サービスアンケートの結果がまとまり
ました。詳しくは、市ホームページや市役所情報
公開コーナー、各出張所で閲覧できます。
　問行政改革推進課☎7150－6078

　住宅地や近接する森林、家庭菜園・市民農園を
含む農地などでは、できるだけ農薬の使用を控え
てください。やむを得ず農薬を使用する場合には、
飛散防止に努めるなど十分な配慮をお願いします。

【農薬飛散による被害を防ぐために】
①病害虫対策は捕殺や防虫網、枝切りで。雑草は
早期に刈り取り、チップや砂利を敷くなどの対応
を　
②定期的に農薬を散布するのは止めましょう　
③農薬の使用は散布以外の誘引、塗布、粒剤など
を活用しましょう　
④散布は、害虫発生箇所のみに使用し、通行する
人に看板などで、農薬を使用する目的、散布日時、
使用する農薬の種類、使用量などを伝えましょう
⑤近隣に学校や通学路がある場合は学校に連絡を
⑥散布は風の弱い時に行い、風向きにも細心の注
意をはらいましょう　

※�詳しくは、農林水産省ホームページ「農薬につい
て知りたい方へ」または環境省ホームページ「農
薬対策関係、公園・街路樹等病害虫・雑草管理
暫定マニュアル」などを参考に

　問環境政策課☎7150－6083

農薬の使用は最小限に
周囲を気にせずに散布していませんか？

　

平
成
21
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た

流
山
市
自
治
基
本
条
例
は
、
市
民

自
治
を
推
進
す
る
た
め
、
自
治
の

基
本
理
念
や
原
則
、
ま
た
、
市
民
、

議
会
、
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
条
例
の
実
効
性

を
確
保
す
る
た
め
、
条
例
の
中
に

年
次
計
画
を
定
め
る
こ
と
を
規
定

し
て
市
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
深
化
・
発
展
を
推
進
し
ま
す
。

　

条
例
に
定
め
る
年
次
計
画
と
し

て
の
「
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く

取
り
組
み
と
目
標
」
は
、
自
治
基

本
条
例
の
各
条
文
の
趣
旨
を
実
現

す
る
た
め
の
条
例
の
制
定
・
改
廃
、

仕
組
み
づ
く
り
お
よ
び
拡
充
な
ど

を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

　

取
り
組
み
と
目
標
の
計
画
期
間

は
、
後
期
基
本
計
画
の
実
施
計
画

期
間
に
合
わ
せ
、
上
期
は
平
成
22

年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
3

か
年
の
計
画
と
な
り
ま
す
。

■
市
の
取
り
組
み

　

条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
、
各
条

文
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
事
業
を
進

め
ま
す
。

　

ほ
か
の
条
例
、
規
則
な
ど
の
制

定
ま
た
は
改
廃
、
制
度
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
各
条
文
と
適
合
さ

せ
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

次
の
11
項
目
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
自
治

基
本
条
例
の
各
条
文
の
内
容
を
深

化
・
発
展
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り

や
、
市
民
等
の
市
政
へ
の
参
加
や

協
働
の
機
会
を
拡
充
さ
せ
る
仕
組

み
づ
く
り
、
行
政
お
よ
び
議
会
の

情
報
公
開
の
拡
充
な
ど
を
内
容
と

し
て
い
ま
す
。

　

⑴
条
例
の
Ｐ
Ｒ

　

⑵
「
情
報
公
開
条
例
」
の
改
正

（
平
成
21
年
12
月
改
正
）

　

⑶
「
市
民
参
加
条
例
」
の
制
定

（
平
成
21
年
度
に
着
手
。
平
成
22

年
度
中
に
制
定
）

　

⑷
後
期
基
本
計
画
の
策
定
（
平

成
21
年
12
月
議
決
）

　

⑸
健
全
な
行
財
政
運
営
の
推
進

　

⑹
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
（
平
成
19
年
度
か
ら
実
施
）

　

⑺
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
実

施
（
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
）

　

⑻
市
民
等
に
開
か
れ
た
議
会
の

推
進

　

⑼
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
発
行

回
数
の
増
加
（
平
成
22
年
度
か

ら
）

　

⑽
市
政
に
関
す
る
「
出
前
講

座
」
の
ス
タ
ー
ト
（
平
成
22
年
度

か
ら
）

　

⑾
市
民
投
票
条
例
制
定
の
検
討

（
平
成
24
年
度
か
ら
）

　
「
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
取

り
組
み
と
目
標
」
は
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
企
画
政
策
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

　

問
企
画
政
策
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
6
4

　

市
教
委
で
は
、
平
成
31
年
度
を

目
標
年
次
に
「
豊
か
な
人
生
と
文

化
を
創
造
す
る
ま
ち
･
流
山
」
を

目
指
す
流
山
市
生
涯
学
習
推
進
基

本
構
想
（
改
訂
版
）
を
3
月
末
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
の
特
徴
は
、
今
年
度

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
後
期
基
本
計

画
と
整
合
性
を
持
た
せ
、
生
涯
学

習
の
環
境
整
備
、
青
少
年
の
健
全

育
成
、
市
民
文
化
の
継
承
と
醸
成
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
4
つ
の
柱
に

据
え
、
今
後
10
年
間
に
進
め
る
25

の
基
本
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

　

改
訂
版
は
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習
課
、
各
公

民
館
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

問
生
涯
学
習
課

☎
7
1
5
0

－

6
1
0
6

生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
（
改
訂
版
）
を
策
定

今
後
10
年
間
に
進
め
る
25
の
基
本
施
策

「
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
取
り
組
み
と
目
標
」を
策
定

平
成
24
年
度
ま
で
の
3
か
年
の
年
次
計
画

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
を
策
定

ご
み
分
別
の
徹
底
と
減
量
・
資
源
化
の
推
進

15ごみ減量
資源化

シリーズ
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利用料金：500円（4～8時間）、250円（4時間以内）
問利根運河交流館☎7153－8555

　

市
で
は
、
国
の
国
民
健
康
保
険

制
度
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
22
年

度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
限
度
額

と
軽
減
率
な
ど
を
次
の
と
お
り
改

定
し
ま
す
。

【
限
度
額
の
引
き
上
げ
】

　

医
療
分
の
限
度
額
を
3
万
円
、

支
援
分
の
限
度
額
を
1
万
円
引
き

上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
、
13
万

円
と
し
ま
す
（
表
1
。
介
護
分
は

据
え
置
き
）。

【
軽
減
の
拡
大
】

　

平
成
21
年
中
の
総
所
得
金
額
が

表
2
の
金
額
以
下
の
世
帯
は
、
保

険
料
の
均
等
割
額
お
よ
び
平
等
割

額
を
減
額
し
ま
す
。

【
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
】

　

65
歳
未
満
の
非
自
発
的
失
業
者

（
リ
ス
ト
ラ
な
ど
）
の
方
の
国
民

健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
平
成

22
年
4
月
1
日
を
基
準
と
し
て
失

業
か
ら
一
定
期
間
、
申
請
に
よ
り

給
与
所
得
を
7
割
減
額
し
て
保
険

料
を
賦
課
し
ま
す
。

　

会
社
の
都
合
に
よ
り
失
業
さ
れ

た
方
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
に
よ
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移

行
に
伴
う
被
扶
養
者
の
軽
減
の
延

長
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設

に
伴
い
、
社
会
保
険
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
移
行
し
た
た
め
、

65
歳
以
上
の
被
扶
養
者
が
新
た
に

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
場
合

の
保
険
料
軽
減
措
置
（
2
年
間
の

時
限
措
置
）
に
つ
い
て
は
、
改
正

に
よ
り
当
分
の
間
、
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

　

問
国
保
年
金
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
7
7

平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
改
正

限
度
額
と
軽
減
措
置
を
改
正
、料
率
な
ど
は
据
え
置
き

　

市
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
の
確
保
の
た
め
、
市
内
で
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護
老
人

保
健
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
4
法

人
と
の
間
で
「
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
施
設
と
し
て
民
間
社
会
福

祉
施
設
等
を
使
用
す
る
こ
と
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
は
、

小
・
中
学
校
や
公
民
館
な
ど
の
主

に
公
共
施
設
を
指
定
し
て
い
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
た
場
合
、
特
に
高
齢

者
や
障
害
を
お
も
ち
の
方
な
ど
は
、

避
難
生
活
に
お
い
て
ス
ト
レ
ス
を

受
け
や
す
い
立
場
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
特
別
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
方
た
ち
が
、
安
心
し
て
避

難
生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
福

祉
避
難
所
と
し
て
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

を
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
各

法
人
の
ご
協
力
に
よ
り
別
表
の
施

設
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

問
安
心
安
全
課

☎
7
1
5
0

－

6
3
1
2

福
祉
避
難
所
を
拡
充

市
内
4
法
人
と
災
害
協
定
を
締
結

　

現
在
市
で
は
、
介
護
保
険
で
の

福
祉
用
具
購
入
費
お
よ
び
住
宅
改

修
費
（
介
護
予
防
を
含
む
）
の
支

給
は
、
利
用
者
が
い
っ
た
ん
費
用

の
全
額
を
負
担
し
、
申
請
後
に
介

護
保
険
給
付
分
の
9
割
を
受
け
取

る
償
還
方
式
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
「
受
領
委
任
払
い
」
制
度

は
、
利
用
者
の
支
払
い
を
、
初
め

か
ら
自
己
負
担
分
の
１
割
で
済
む

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
一
時
的
な

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。
残
り
の
9
割
は
申
請
後
、
利

用
者
の
委
任
に
基
づ
き
市
か
ら
登

録
事
業
者
へ
直
接
支
払
い
ま
す
。

　

制
度
の
導
入
は
5
月
か
ら
。
な

お
、
償
還
払
い
制
度
に
つ
い
て
も
、

従
来
ど
お
り
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

問
介
護
支
援
課

☎
7
1
5
0

－

6
5
3
1

介
護
保
険
に
よ
る
受
領
委
任
払
い

5
月
か
ら
福
祉
用
具
購
入
・
住
宅
改
修
で

協定を締結した民間社会福祉施設
法人名※五十音順 施設名（所在地） 施設の種類

医療法人社団
愛友会

ハートケア流山（小屋） 介護老人保健
施設ナーシングプラザ流山

（前ケ崎）

社会福祉法人
あかぎ万葉 春の苑（東深井）

特別養護老人
ホーム、ケア
ハウス

社会福祉法人
旭悠会

リバーパレス流山
（西深井） 特別養護老人

ホーム社会福祉法人
流山あけぼの会

はまなす苑（こうのす台）
あざみ苑（野々下）

　総務省統計局と千葉県では、毎月、労働力調
査を実施しています。この調査は、国の経済政
策や雇用対策などの基礎資料を得ることを目的
とした重要な調査で、総務省が毎月公表してい
る完全失業率は、この調査をもとに発表されて
います。
　対象となった世帯には調査員がお伺いします
ので、ご協力をお願いします。調査員は知事発
行の調査員証を携帯していますので、確認くだ
さい。
　▷調査対象区域＝大字東深井の一部　▷調査
期間＝6月～9月
　問県総合企画部統計課☎043－223－2220

労働力調査にご協力を

思い出やメッセージをプレートに刻んで
　「みんなのベンチ」は、メッセージを刻んだプレート
が付けられたベンチを個人や団体に寄付していただき、
コミュニティの醸成や犯罪の抑止、愛着の感じられる
まちづくりを進める事業です。今年度は、流山おおた
かの森駅南口都市広場に設置するベンチの寄付者を募
集 し ま す。 詳 し く は、
市役所や各出張所に設
置のパンフレットをご
覧いただくか、お問い
合わせください。
　問市まちづくり推進
課 ☎7150－6090 ／ 流
山新市街地地区安心・
安全まちづくり協議会
ベンチ事業部（㈱三英）
☎7153－3141

流山おおたかの森みんなのベンチ寄付者募集

【保険料の免除制度】
　経済的な理由などで保険料の納
付が困難な場合は、保険料の一部
または全部の納付が免除される制
度があります。免除制度には、『全
額免除』『4 分の1 納付』『半額納付』

『4 分の3 納付』の4 種類があります。
　▷対象となる方＝本人・配偶者・
世帯主のすべての前年（平成20年）
所得が一定の基準以下で納付が困
難な方　▷対象期間＝平成21年7月
～平成22年6 月

【若年者納付猶予制度】
　30歳未満の方で、申請者本人お
よび配偶者の前年所得が少なく保
険料の納付が困難な場合は、保険
料の納付が猶予されます。
　▷対象となる方＝国民年金に加
入している30歳未満で、本人・配

偶者の前年（平成20年）所得が一定
の基準以下の方　▷対象期間＝平
成21年7月1日 ～ 平 成22年6月（ 対
象期間の途中で30歳になる場合は、
30歳の誕生日の前日が属する月の
前月分まで）
　※免除制度・若年者納付猶予制
度ともに、特例として平成20年3月
31日以降に失業、倒産、事業の廃止、
天災などにあったことを確認でき
る方は免除・納付猶予が受けられ
る場合があります
■申請手続き
　国保年金課または各出張所へ。
　▷手続きに必要なもの＝①年金
手帳または基礎年金番号の分かる
もの②印鑑③平成21年1月2日以降
に転入してきた方は、平成21年度

（平成20年分）の控除内容が記載さ

れた課税証明書など④失業した場
合は、雇用保険受給資格者証の写
しまたは雇用保険被保険者離職票
の写しなど⑤災害にあった場合は、
被災証明書　▷申請期限＝平成22
年8月2日㈪まで
　※郵送も可。詳細は問い合わせを
　問国保年金課☎7150－6110

千葉県社会保険労務士会東葛支
部の年金・労働問題無料相談会
日時：第2・4日曜　10時～15時
場所：千葉県社会保険労務士会
東葛支部事務局（松戸市）
定員：各日先着10人（予約制、1
人当たり30分）
申し込み：電話で同支部へ（10
時～15時）
　問同支部☎047－345－9992

表1  保険料の限度額（年額）
区分 現行 改定後

医療分 47万円 50万円
支援分 12万円 13万円
介護分 10万円 10万円

表2  均等割額・平等割額の軽減率
現行 改正後 平成21年中の総所得金額（世帯合計）

6割軽減 7割軽減 33万円以下

4割軽減 5割軽減 33万＋24万5千円×（世帯主を除く被
保険者数＋旧国保加入者数）以下

ー 2割軽減
（新設）

33万円+35万円×（被保険者数＋旧国
保加入者数）以下

※旧国保加入者とは国保から後期高齢者医療に移行した方

　市では、電話機能を有する携帯情報端末機を
活用した市議会電子投票等本会議運営システム
業務を行うことができる事業者を募集します。
事業者の選定は、公募型プロポーザル方式で行
いますので、応募者は、申込書など必要書類を
4月27日（必着）までに議会事務局へ郵送または
持参してください。なお、提案書などの提出期
限は5月14日です。
　業務の内容や応募方法などについては、市
ホームページをご覧いただくかお問い合わせく
ださい。
　問議会事務局☎7150－6099

議会電子投票システム
業務の事業者を募集
応募は4月27日まで

記念プレ－トには、結婚や出産、退職記念などの
メッセージや寄付者名を表示することができます。

お詫びと訂正
　4月1日号3面に掲載の「流山本町見世蔵プロジェ
クト事業受託者募集」の記事中、応募要件に誤り
がありましたので、次のとおり訂正し、お詫びし
ます。なお、説明会は再度4月19日に行います。

（誤）設立登記後
（正）市民活動団体として
【説明会】

　日時：4月19日㈪17時～18時
　場所：市役所
　問商工課☎7150－6085

【利根運河交流館のレンタサイクル事業　4月17日からスタート！】

4月6日に行われた締結式

申請はお早めに平成21年度分　国民年金保険料免除制度・若年者納付猶予制度　



▷日時＝6月20日㈯10時～16時　▷場所＝イトーヨーカドー流山店　▷献血のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以
上の方は60～64歳までに献血経験のある方）　※献血カードがある方はご持参ください　問保健センター☎7154－0331
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

一
環
と
し
て
、
新
た
に
緑
の
カ
ー

テ
ン
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
治
会
や
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
を
対
象

に
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
で
配
布
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
緑
の
カ
ー
テ
ン
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

　

モ
デ
ル
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
団
体
に
は
、
先
着
順
で
1
世

帯
当
た
り
4
株
程
度
を
配
布
し
ま

す
。
参
加
協
力
世
帯
数
と
ゴ
ー
ヤ

苗
の
必
要
数
を
把
握
の
上
、
環
境

政
策
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
1
年
間
、

環
境
家
計
簿
の
作
成
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
。
配
布
方
法
な
ど

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

ゴ
ー
ヤ
の
苗
配
布
数
：
合
計
で

3
2
0
0
株

　

申
し
込
み
：
5
月
17
日
ま
で
に

電
話
ま
た
は
環
境
政
策
課
窓
口
へ

直
接

　

問
環
境
政
策
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
8
3

自
治
会
な
ど
に
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
無
料
配
布

緑
の
カ
ー
テ
ン
モ
デ
ル
事
業

今号に掲載の平成22年度事業については、市議会第1回定例会の議決を経て実施されるものです。

　※緑のカーテンは、
ゴーヤなどのつる性植
物を自宅の窓際で栽培
し、夏季のエアコンに
よる電気使用量を削減
することにより、CO2の
発生量を減らそうとす
るものです
　※環境家計簿は、家
庭における電気、ガス、
水道、ガソリンなどの
使用量を把握し、排出
係数などをかけること
によりCO2の排出量を算
定 しCO2削 減 の 取 り 組
みに役立てるものです。
環境政策課で配布して
いるほか、市ホームペー
ジからもダウンロード
できます

　エコロジーや健康の視点から今、自転
車が注目されています。杜のアトリエ黎
明では、過去にヨーロッパや日本で歴代
のサイクルビルダーによって生み出され
た美しきオーダーメイド自転車の数々を
ご紹介します。期間中は、ポタリング（目
的地を定めない自転車での散歩）や、自
転車作り一筋に50年の第一人者・渡辺捷
治さんを囲むフリートークも行います。

展示「美しき自転車たち in 流山 ～
Special Made Cycle ～」
　▷日時＝4月24日㈯～5月5日㈷9時～
17時　▷場所＝杜のアトリエ黎明　▷入
場料＝無料
江戸川土手ポタリング
　江戸川土手サイクリングロードを自転
車で自由に散歩(ポタリング)し、12時ま
でに出発地点に戻ります。サイクリング

は初めての方でも安心してご参加いただ
けます。
　▷期日＝5月4日㈷　▷受付時間＝9時
30分～11時　▷出発地点＝杜のアトリ
エ黎明　▷参加費＝300円（マップ付き、
ゴール地点でドリンクプレゼント、傷害
保険料含む）　▷申し込み＝電話または
ファクスで

フリートーク「自転車大好き人間集
まれ！」
　オリジナルサイクルビルダー・渡辺捷
治さん(ＳＷワタナベ代表)を囲むフリー
トークです。
　▷日時＝5月4日㈷13時30分～15時30
分　▷場所＝一茶双樹記念館　▷参加費
＝500円(ドリンク付き)　▷申し込み＝
電話またはファクスで
　問一茶双樹記念館☎・FAX7150－5750

美しき自転車たち in 流山 
～ Special Made Cycle ～杜のアトリエ黎明 企画

展

ノンフィクション作家・佐野眞一さんの「平成宰相論」
公民館大学開放講座・江戸川大学20周年記念講演

終戦65周年記念講演会「惜別の歌」
ミニコンサートも開催

　

博
物
館
で
は
、『
聞
き
書
き　

流
山
の
昔
の
暮
ら
し
』
を
刊
行
し
、

頒
布
を
開
始
し
ま
し
た
。
人
々
の

過
ぎ
し
日
の
記
憶
を
記
録
と
し
て

残
し
て
い
く
た
め
の
有
効
な
手

法
の
ひ
と
つ
が
「
聞
き
書
き
」
で

す
。
「
聞
き
書
き
」
を
記
録
す
る

側
の
担
い
手
と
し
て
博
物
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
聞
き
書
き
の
会
」
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
こ
れ

ま
で
に
「
流
山
と
自
転
車
」「
流
山

の
野
菜
作
り
」「
電
化
製
品
の
あ
る

暮
ら
し
」
の
記
録
を
残
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
流
山
の
昔

の
暮
ら
し
」
で
す
。
聞
き
書
き
の

会
の
皆
さ
ん
の
「
流
山
の
昔
の
こ

と
な
ら
何
で
も
知
り
た
い
、
記
録

し
た
い
」
と
い
う
ひ
た
む
き
な
思

い
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
々

が
応
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご

覧
い
た
だ
く
と
、「
昔
」
と
一
言
で

く
く
る
こ
と
の
で
き
な
い
多
く
の

話
題
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

頒
布
場
所
：
博
物
館

　

体
裁
：
A
4
判
・
1
0
4
ペ
ー

ジ
　

価
格
：
3
3
0
円
（
税
込
）

　

問
博
物
館

☎
7
1
5
9

－

3
4
3
4

聞
き
書
き 

流
山
の
昔
の
暮
ら
し

博
物
館
で
頒
布
を
開
始

　

流
山
市
議
会
で
は
、「
流
山
議
会

だ
よ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
流
山
を

題
材
に
し
た
写
真
を
募
集
し
「
流

山
議
会
だ
よ
り
」
の
1
面
に
掲
載

す
る
も
の
で
す
。

　

テ
ー
マ
と
規
格
：

○
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
や
神

社
仏
閣
、
名
所
旧
跡
、
伝
統
工
芸
、

祭
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
被

写
体
と
し
、
議
会
だ
よ
り
の
１
面

を
飾
る
写
真
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

も
の
○
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
サ
イ
ズ
（
90
㎜
×
1
3
0
㎜
程

度
）
○
平
成
21
年
1
月
以
降
に
撮

影
し
た
自
作
品
で
未
発
表
の
も
の

※
合
成
な
ど
の
加
工
写
真
は
不
可
。

版
権
は
主
催
者
に
帰
属
。
肖
像
権

や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
な
ど
に

注
意
（
被
写
体
の
承
諾
を
得
た
も

の
に
限
る
）。
入
選
作
品
は
、
議

会
だ
よ
り
に
作
品
、
撮
影
者
氏
名
、

タ
イ
ト
ル
を
掲
載

　

応
募
資
格
：
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方

　

※
撮
影
者
本
人
か
ら
の
応
募
に

限
る

　

応
募
方
法
：
所
定
の
応
募
票（
市

役
所
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館
な

ど
で
配
布
）
に
題
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
撮
影
場

所
、
撮
影
日
を
記
入
し
、
応
募
作

品
の
裏
面
に
貼
り
5
月
31
日
（
必

着
）
ま
で
に
議
会
事
務
局
へ
（
1

人
3
点
ま
で
応
募
可
、
入
賞
は
1

人
1
賞
）

　

問
議
会
事
務
局

☎
7
1
5
0

－

6
0
9
9

流
山
議
会
だ
よ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

あ
な
た
の
写
真
を
議
会
だ
よ
り
の
1
面
に

　「遠き別れに　たえかねて　この高楼にのぼるかな　悲しむなか
れわが友よ　旅の衣をととのえよ」（島崎藤村）。
　あなたは知っていますか？「惜別の歌」の生まれたわけを…。
　この歌の作曲家・藤江英輔さんが「惜別の歌」と「平和」を語る、
流山市ゆうゆう大学の公開講演会。
　同窓会や歌声喫茶などで歌い継がれてきた「惜別の歌」は、当時、
中央大学予科生の藤江英輔さんが、学徒勤労動員で板橋の陸軍造
兵廠

しょう

にいた頃、戦地に赴く学友に向けて友情と別離の思いを込め
て作曲した作品です。終戦65周年の今年、藤江さんをお招きして「惜
別の歌」が生まれた背景を語っていただきます。

　また、「惜別の歌」は、中央大学の学生歌として歌われていたことから、中央大学OBで
構成される男声合唱団白門グリークラブによるミニコンサートも合わせてお贈りします。
　▷日時＝5月16日㈰13時30分～15時30分　▷場所＝文化会館ホール　▷入場料＝無料
　▷申し込み＝当日直接会場へ
　問文化会館☎7158－3462

　市内在住のノンフィクション作家・佐野眞一さんをお迎えして記念
講演会「平成宰相論」を開催します。この講演会は、公民館の大学開放
講座として江戸川大学と市教委との協働で企画されたものです。当日
は、平成の22年間を振り返りながら、今後の展望についても語ってい
ただきます。佐野さんは、「旅する巨人　宮本常一と渋沢敬三」で大宅
壮一ノンフィクション賞を、昨年末には「甘粕正彦　乱心の曠野」で第
31回講談社ノンフィクション賞を受賞するなど、第一人者として活躍
されています。

　▷日時＝5月22日㈯14時～（13時30分開場）　▷場所＝江戸川大学（駒木）　※流山おおた
かの森駅からスクールバスあり　▷定員＝300人（先着順）　▷入場料＝無料　▷申し込み
＝電話で江戸川大学サテライトセンターへ
　問江戸川大学サテライトセンター☎7156­－7715

　市教育委員会では、一茶双樹記
念館を会場に邦楽コンサートを開
催します。数寄屋風書院造りの双
樹亭や枯山水庭園など、春に色づ
く一茶双樹記念館を味わいながら、
邦楽の調べをお楽しみください。
　日時：5月8日㈯15時～16時
　定員：60人（先着順）
　演目：①春の海②初鶯③OKOTO
④手事⑤招春賦
　演奏者：流山市邦楽三曲会　箏
／南海佳子・吉岡景子、尺八／吉
岡龍之介
　費用：無料
　申し込み：電話で生涯学習課へ
問生涯学習課☎7150－6106

　俳人小林一茶と、流山みりん醸造家・
五代目秋元三左衛門（俳号双樹）の交友
の地「一茶双樹記念館」で、専門講師の
指導による俳句教室を開講します。
　日時：5月より月1回（原則第3日曜）
13時30分～16時
　定員：25人（先着順）
　費用：12,000円（入会金1,000円、資料
代など各回1,000円、入館料込み）※原則
年間通しでの参加。１回程度、一茶双
樹記念館外への吟行を行う予定（時期
未定、参加費は別途）
　申し込み：4月28日までに電話また
はファクス（住所・氏名・電話番号を明記）
で
問一茶双樹記念館☎・FAX7150－5750

邦楽コンサート 俳句教室生徒募集

一茶双樹記念館イベント

藤江英輔さん

佐野眞一さん



▷日時＝6月20日㈯10時～16時　▷場所＝イトーヨーカドー流山店　▷献血のできる方＝16歳～69歳の健康な方（ただし、65歳以
上の方は60～64歳までに献血経験のある方）　※献血カードがある方はご持参ください　問保健センター☎7154－0331

第1208号　平成22年4月15日㈭子育て5

献血にご協力を

　

4
月
1
日
か
ら
こ
れ
ま
で
の
児

童
手
当
の
制
度
が
拡
充
さ
れ
、
新

た
に
子
ど
も
手
当
の
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
申
請
の
必
要
の
有

無
と
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、
別

図
の
と
お
り
で
す
。
今
月
中
に
、

対
象
者
に
認
定
請
求
書
の
用
紙
と

返
信
用
封
筒
を
郵
送
し
ま
す
。
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
制
度
の
内
容
】

　

手
当
の
額
：
子
ど
も
1
人
に
つ

き
月
額
1
万
3
0
0
0
円

　

対
象
者
：
中
学
校
修
了
前
ま
で

の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

　

所
得
制
限
：
な
し

　

支
給
方
法
：
年
3
回
（
4
カ
月

分
ご
と
）
の
支
給
（
口
座
振
込
）

　

6
月
期
：
平
成
22
年
2
月
～
5

月
分
※
2
・
3
月
分
は
児
童
手
当

と
し
て
支
給

　

10
月
期
：
平
成
22
年
6
月
～
9

月
分

　

2
月
期
：
平
成
22
年
10
月
分
～

平
成
23
年
1
月
分

　

※
平
成
23
年
2
～
3
月
分
は
、

平
成
23
年
6
月
期
に
支
給

●
寄
付
に
つ
い
て

　

子
ど
も
手
当
の
寄
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
同
封
の
寄
付
申
立
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
同
封

の
封
筒
で
市
役
所
子
ど
も
家
庭
課

へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
公
務
員
の
申
請
に
つ
い
て

　

公
務
員
に
つ
い
て
は
、
所
属
庁

で
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤

務
先
の
給
与
担
当
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

●
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
保
護

者
な
ど
に
つ
い
て

　

手
当
の
対
象
と
な
る
子
ど
も
が

市
外
に
い
る
保
護
者
な
ど
に
つ
い

て
は
、
申
請
の
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
認
定
請
求
書
が
郵
送
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
子
ど
も
家
庭
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
7
1
5
0

－
6
0
8
2

の
申
請
が
始
ま
り
ま
す

申
請
の
必
要
が
あ
る
方
は
早
め
に
手
続
き
を

　

妊
娠
初
期
は
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
不
安
定
な
時
期
で
す
。

　

特
に
、
お
な
か
の
ふ
く
ら
み
が

目
立
た
ず
、
電
車
内
な
ど
公
共
の

場
所
で
、
な
か
な
か
配
慮
を
得
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
妊
娠
し
て
い

る
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
周
囲
の
方

に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
マ
ー
ク
に
気
づ
き
ま
し
た

ら
あ
な
た
の
や
さ
し
い
思
い
や
り

の
心
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
は
、
母
子
手
帳

交
付
の
時
に
市
民
課
、
各
出
張
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

　

問
子
ど
も
家
庭
課

☎
7
1
5
0

－

6
0
8
2

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
お
子
さ

ん
を
市
立
小
・
中
学
校
へ
就
学
さ

せ
る
の
に
経
済
的
理
由
で
お
困
り

の
方
に
対
し
て
、
学
用
品
費
・
学

校
給
食
費
な
ど
を
援
助
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
就
学
援
助
制
度
は
、
既
に

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
、
国
民
年
金
や
国
民
健
康
保

険
の
保
険
料
が
申
請
に
よ
り
減
免

に
な
っ
て
い
る
方
、
そ
の
ほ
か
同

一
生
計
の
家
族
全
体
の
所
得
が
限

度
額
以
内
の
方
な
ど
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
お
子
さ
ん
を
就
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
な
ご
家
庭
が
対

象
で
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
や
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
を
。

　

問
学
校
教
育
課

☎
7
1
5
0

－

6
1
0
4

　流山市子どもの読書推進の会では、
今年12月4日㈯に開催する「第5回音
読・朗読発表会」の実行委員を募集
します。
　子どもたちが楽しく発表会に参加
できるよう、協力していただける市
民の皆さんのご参加をお待ちしてい
ます。
　活動内容：発表会開催の準備、運
営の手伝いなど　
　応募要件：音読・朗読に関心のあ
る市民　
　申し込み：中央図書館内の事務局
へ電話またはファクスで
　第1回実行委員会：5月8日㈯13時
30分～15時30分に、中央図書館で開
催　
　活動期間：5月～12月
　問中央図書館
☎7159－4646 FAX7159－4765

平成21年度中に流山市で
児童手当を受給している。

平成21年度中に流山市で
児童手当を受給していない。

平成21年度中の
受給対象の子ど
も以外に、中学生
（新2・3年生）の
兄姉はいない。

平成21年度中の
受給対象の子ど
も以外に、中学
生（新2・3年生）
の兄姉がいる。

平成22年4月
1日に、中学
生までの子
どもを養育し
ている。

平成22年4月1日以後
に転入、出生の方。

申請の必要はありませ
ん。
※平成22年3月末で小
学校修了の子ども（新
中学1年生）を養育する
方も申請不要

4月中に申請書が送付され
ますので、申請をしてくだ
さい。
窓口の混雑が予想されます
ので、返信用封筒での郵
送申請にご協力ください。

申請が必要です。
申請書は送付されせ
んので、手続きを。

【提出書類】
●申請書●申請者の健康保険被保険者証の写し●申請者名
義の通帳またはキャッシュカードの写し

【提出期限】
　9月30日㈭まで（4月に遡って認定できる期限）
※�5月14日（必着）までに申請いただいた場合、指定期日である
6月15日に振り込みます。5月15日以後の申請分については、
随時、指定口座に支払います（振込日は、後日郵送でお知ら
せします）

　子ども家庭課または
出張所に以下のもの
を持参し申請してくだ
さい。

【必要なもの】
●印鑑（朱肉で押せる
もの）●申請者の健康
保険被保険者証●申
請者名義の通帳また
はキャッシュカード

【申請期限】
　転入、出生日から15
日以内

子
ど
も
手
当

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

子育て

学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど
を
援
助

経
済
的
に
就
学
が
困
難
な
方
の
た
め
の
就
学
援
助
制
度

子育て

※申請者とは、子どもを養育している父母、または養育している方です

めざせ！
あそびの達人

流山市子ども会育成連絡協議会主催

　デイキャンプやバスツアーなど
を通じて集団での遊びを学びます。
詳細は各小学校から配布のプリン
トを参照してください。
　▷日程＝5月～平成23年2月の間
で、全6回開催　▷場所＝生涯学
習センターほか　▷対象＝市内在
住の小学5・6年生　▷定員＝30人

（多数抽選）　▷参加費＝3,000円
（保険代・教材費含む）　▷申し込

み＝往復ハガキに、住所、氏名（ふ
りがな）、学校名・学年､ 電話番号、
保護者氏名、返信用に宛名を明記
の上、5月7日（必着）までに〠270
－0192流山市役所生涯学習課「め
ざせ！あそびの達人」係へ
　問生涯学習課☎7150－6106

キッズ長崎へ平和の取材
親子記者参加者募集

　日本非核宣言自治体協議会では、8
月9日の「長崎原爆の日」に、長崎を取
材する「親子記者事業」参加者を募集
します。
　▷期日＝8月8日㈰～11日㈬（長崎市
泊、3泊4日）　▷対象＝市内在住の小
学生とその保護者　▷定員＝関東ブ
ロックで、小学生1人と保護者1人の1
組（多数抽選）※全国から9組参加　▷
内容＝長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念
式典など、原爆・平和に関するプログ
ラムの取材活動　▷参加費補助＝羽
田空港・東京駅などから長崎市への
交通費、宿泊代（朝食付き3泊）、取材
補助経費（1組1万円）　▷申し込み＝
5月10日までに同協議会ホームページ

（http://www.nucfreejapan.com）から
　問同協議会事務局☎095－844－9923

キッズ 児童書の展示
「赤ちゃんと楽しむ絵本」

　子どもの読書週間関連事業の一つとし
て、言葉や音のリズムを楽しむ絵本や、短
いストーリーを楽しめる絵本など、親子で
楽しめる赤ちゃん向け絵本を展示します。
　▷期間＝①中央図書館…4月20日㈫～
25日㈰②森の図書館…4月28日㈬～5月
4日㈷③南流山分館…5月7日㈮～13日㈭
開館時間内（休館日を除く）※展示本は貸
し出しません。お手数ですが、リクエス
ト用紙をお出しください
　問中央図書館☎7159－4646

キッズ わらべうたで
遊ぼう！

流山市子どもの読書推進の会主催

　親子や友だち同士で、体を動かし
て楽しくあそべるわらべうたを紹介
したあと、参加者みんなでわらべう
た遊びをします。また、関連図書も
展示、紹介します。
　▷日時＝4月29日㈷10時～11時　▷
場所＝思井福祉会館　▷対象＝4歳以
上の子どもと保護者　▷参加費＝無
料　▷申し込み＝当日直接会場へ
　問中央図書館☎7159－4646

キッズ

「第5回音読・朗読発
表会」実行委員募集

こわれたおもちゃを修理するおもちゃ病院を開催
　▷日時＝5月22日㈯10時〜12時　▷場所＝リサイクルプラザ・プラザ

館　▷費用＝無料（材料など必要な場合は実費負担あり）　▷申し込み＝当日、直接
会場へ
　問リサイクル推進課☎7157－8250

キッズ
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　このコーナーに掲載を希望する方は、掲載申込書（一部の市内公共施設備え付け、
市ホームページからのダウンロードも可）に必要事項を明記の上、秘書広報課に提出
してください。なお、イベント掲載希望者は、掲載希望号の1カ月前までに提出を。
　問秘書広報課☎７１５０－６０６３

　第18回千葉県書作家連盟展＝4月
18日㈰まで9時～16時、さわやかちば
県民プラザ（柏市）。入場料無料問鈴木
☎7155－7031
　スカウト祭「星の森まつり」（ボーイス
カウト流山第3団主催）＝4月18日㈰10
時～、星の森キャンプ場（長崎２）。※遊
び場コーナー、バザー＆グルメコーナー
など問中川☎7158－1679
　大人のためのソフトカンフーフィットネ
ス（かんたん健康カンフークラブ主催、
市教委後援）＝4月19日㈪10時～12
時、南流山センター。参加費500円問

高橋☎080－6690－2121
　酵素でダイエット＆メタボ予防　ロー
フードお料理体験講座（スーパーロー
フード主催）＝4月23日㈮10時～13
時、初石公民館。参加費2,500円問松
澤☎090－6173－1240
　成年後見無料セミナーと個別相談

（NPO法人千葉県成年後見支援セン
ター流山地区主催）＝4月24日㈯13時
30分～16時、文化会館。参加費無料
※定員30人（予約制）問山口☎7159
－2468
　第2回アースデイながれやま・のだ（グ
リーン フューチャー ファンデーション主
催 ）＝4月24日㈯10時～12時30分、
運河橋から江戸川沿い。参加費無料問

チン原田☎7154－1914
　健康太極拳体験教室＝4月25日㈰10
時～12時、思井福祉会館。参加費無
料問矢澤☎7159－1676
　親子英語サークル無料体験（親子英語
サークル・スモールステップ主催）＝4月
26日㈪10時～11時、赤城福祉会館。
参加費無料問エラジゲルひろみ☎090
－2455－9620
　第7回我孫子・大正浪漫ウオーク大会

（北総歩こう会主催）＝4月29日㈷8時
20分～15時、手賀沼公園（我孫子市）。
参加費700円問和田☎7154－0170

イ ベ ン ト

各種 がん検診 を受診しましょう
　　　　　　　　　　　　　  健康な方こそ受診し、早期発見・早期治療を
　がん検診は「自覚症状のない健康な人」から「異常のある可能性の高い人」を見
つけ、がんの早期発見・治療につなげるものです。
　自覚症状のない健康な方も、自分の健康を過信せず、検診を受けましょう。
自覚症状のある方は、検診が回り道となることもありますので、早めに医療機
関で受診してください。
　各種がん検診などの新規登録を受付：平成22年度の各種がん検診など（別表
参照）の新規登録を受け付けています。平成19年度以降に受診または平成20年
度以降に申し込みされた方は、新たな申し込みは不要です。
　登録方法：住所、氏名（ふりがな）、性別、生年月日、電話番号、希望する検
診の種類をご記入の上、〠270－0121流山市西初石4－1433－1保健センターへ
ハガキまたはファクスで。保健センター窓口での申し込みも可。
＜胃がん検診＞
　今月26日から胃がん検診を行います。登録（申し込み）された方へは、4月中
旬に受診票を送付します。検診の日時や会場は受診票でご確認ください。受診
を希望の方で登録（申し込み）されていない方は、お早めに申し込みください。
＜乳がん・子宮がん個別検診＞
　乳がん・子宮がん個別検診を実施しています。
　乳がんは30歳頃から急に増え、女性の20人に1人がかかるといわれています。
年に1度検診を受け、家庭での自己検診も習慣にしましょう。
　また、20・30歳代の子宮がんが急増しています。子宮頸がんは性行為による
ヒトパピローマウイルスの感染が関与しており、20・30歳代の若年層で急激に
増えています。自分のからだを守るため、検診を受けましょう。

【登録が必要な検診】
登録後、実施時期に合わせて必要な書類（ハガキまたは封書）を送付します。

検診名（方法） 時期 対象 内容 費用
胃がん（集団） 4月～6月 40歳以上 胃部X線撮影（バリウム造影） 400円

大腸がん（個別） 9月～10月 40歳以上 便潜血検査 500円

乳がん（集団） 10月～2月

40歳以上
偶数年齢女性 マンモグラフィー検査 400円

40歳以上
奇数年齢女性 問診・視診・触診 300円

子宮がん（集団） 9月～10月 20歳以上女性 子宮頚部細胞診 400円
【登録が不要な検診】直接検診実施会場へ

検診名（方法） 時期 対象 内容 費用

子宮がん（個別） 通年 20歳以上女性 頚部細胞診
※必要者のみ体部細胞診

頚部800円
体部500円

乳がん（個別） 通年 30 ～39歳女性 問診・視診・触診 300円
結核・肺がん

（集団） ７月 40歳以上 胸部X線撮影
※必要者のみ喀痰検査

無料
喀痰300円

※検診の対象は、平成23年4月1日時点での年齢です
※�そのほかの検診、各検診の指定医療機関や変更事項などは、市ホームページおよび

保健だより（5月1日発行予定）などでお知らせします
※�結核・肺がん検診の実施会場と日程については、広報および市ホームページでお知

らせします
　問保健センター☎7154－0331　FAX7155－5949

　めだかの会（今上落・河川清掃）＝4月
29日㈷9時～14時、加6丁目富士橋前。
参加費無料問森☎090－2562－3087
　月間 公開レッスン（女声合唱団　朋主
催）＝5月の毎週土曜10時～12時、東
深井福祉会館または小山小ホール。参
加費無料問岡野☎7152－3030
　舞踊発表会チャリティー（新成流華扇
会主催）＝5月2日㈰10時～17時、文
化会館。入場料無料問菅井☎7173－
9786
　ホタルの幼虫放流（NPOホタル野主
催、市後援）＝5月5日㈷10時30分～
12時、新川耕地・ホタル野田んぼ。参
加費無料問前川☎7155－5202
　流山のまちなみ魅力再発見（流山まち
なみ会、流山市民活動団体公益事業補
助金制度認定事業）＝①「撮影会」5月9
日㈰13時～16時、参加費500円（保
険代、記念品代）※街並みとオープン
ガーデン邸の撮影、5月7日までに要申
込　②「撮影会の写真展」6月12日㈯
～19日㈯9時～21時、生涯学習セン
ター、入場料無料 問 永元☎7150－
0637

気功太極拳　八十八会（気功・太極拳の

練習）＝毎週水・金曜10時～11時30分、
シルバー人材センター 問 長谷川☎
7154－9772
　HANA･HANA（いけ花）＝第2･4水
曜13時～16時、主に十太夫福祉会館
問宇都☎080－5183－6114
　大東流合気武道本部（合気武道及び小
野派一刀流）＝毎週水・土曜18時30分
～21時、南流山中学校問石橋☎7158
－5764
　王将会（将棋）＝毎週火・金曜（祝日も
含む）9時30分～16時30分、主に流
山福祉会館問楜沢☎7158－7272
　詩吟サークル＝毎週水曜10時～12
時、主に江戸川台福祉会館 問 山城☎
7153－6595
　みんなで歌う日本の歌（歌唱）＝第2・4
水曜10時～11時30分、生涯学習セン
ター問長谷川☎090－2525－0274
　流山合気道クラブ＝毎週日曜17時
30分～（少年部）18時30分～（一般部）、
市民総合体育館問竹中☎7178－3531
　多来人カラオケ同好会（歌謡曲勉強
会・親睦会）＝第1・3日曜13時～15時、
多来人多目的会議室（東初石）問髙峰☎
7152－4708
　つばさ会（ソシアルダンス）＝毎週土曜
10時～12時・毎週日曜15時～17時、
東部公民館問松本☎7144－2710

ゴールデンウィークの業務案内 ○開庁など　●閉庁・休業・運休など

施設名
4月 5月

28 29 30 1 2 3 4 5 6
水 木 金 土 日 月 火 水 木

市役所、各出張所（おおたかの森を除く）、消
費生活センター、保健センター、松戸健康
福祉センター、地域福祉センター (ケアセン
ター）、青少年指導センター、身体障害者福
祉センター、児童館・センター、地域職業
相談室、流山運転免許センター（注1）

○ ● ○ ● ● ● ● ● ○

おおたかの森出張所、水道局 ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○

クリーン
センター

クリーンセンター ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
リサイクルプラザ・プラザ館 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ○

森のまち
エコセンター

剪定枝資源化棟 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
し尿処理棟 ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ○

中央図書館、森の図書館、各分館、博物館 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

生涯学習センター、市民活動推進センター、
一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明、文化会
館（注2）・各公民館・南流山センター、市民
総合体育館、コミュニティプラザ、各福祉会
館、ほっとプラザ下花輪、老人福祉センター、
公共施設予約システム、ぐりーんバス

休業しません

ウイングホール柏斎場（注3） ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ●
（注1）5月2日は、優良講習の更新と記載事項変更のみ受け付けます
（注2）4月29日と5月3日～5日は、市民会館の予約申請はできません
（注3）4月30日、5月6日は通夜の使用は不可。5月1日は火葬、告別式の使用は不可

ゴールデンウィークのごみ収集
期日 業務案内 ※�集積所へのごみ出しは、収集日の8時30分までに

出してください
※�4月29日、5月2日～5日の粗大ごみの戸別収集は

行いません
※�日曜を除くクリーンセンターへのごみの搬入時間

は、8時30分 ～11時40分、13時 ～15時40分 で す。
なお、搬入するごみは、すべて有料（重さによる
料金換算）です

　問クリーン推進課☎7157－7411

4月28日㈬

〜

5月1日㈯
平常業務

5月2日㈰ 休業

5月3日㈪

〜

5月6日㈭
平常業務

ゴールデンウィークの休日診療案内
　診療日：4月29日㈭、5月2日㈰～5日㈬
　診療場所：保健センター内平日夜間・休日診療所（西初石4－1433－1☎7155－3456）
初石駅下車徒歩約8分または、流山おおたかの森駅前から「ぐりーんバス」もあり　
　診療科目：①内科・小児科（9時～11時30分、13時～16時30分）、②歯科（9時～11時30分）
※�午後の診療は、13時30分からです。健康保険証を必ずお持ちください。往診はい

たしません。夜間の救急については、消防本部☎7158－0119へ

ゴールデンウィークの 各種お知らせ

サ ー ク ル
会費など詳細は問い合わせを



★リサイクルプラザ･プラザ館の
講座
　市民を対象とした、リサイクルプラザ・
プラザ館の講座です。
①洗える健康布ぞうりづくり　
　日5月10日㈪10時〜16時　定20
人（多数抽選）　費300円（材料代）　
持古バスタオルまたは古布、布きりハ
サミ、弁当
②不用ハンカチでブローチづくり
　日5月17日㈪13時〜16時　定20
人（多数抽選）　費300円（材料代）　
持ハンカチ、布切りハサミ、ピンセット
③打ち直し綿で小座布団作り
　日5月19日㈬13時〜16時　定15
人（多数抽選）　費500円（材料代）　
持指ぬき、三角巾、マスク　　

④一重のチュニック風ベストづくり
　日5月24日㈪10時〜15時　定10
人（多数抽選）　費100円（材料代）　
持和服地または不用布、布切りハサミ、
裁縫道具、お弁当
　申往復ハガキ（1枚につき1講座）に
開催日、講座名、住所、氏名、電話番
号、返信用に宛名を明記の上、4月
30日（必着）までに、〠270－0174
流山市下花輪191リサイクル推進課へ
　問リサイクル推進課☎7157－8250
★障害者のための料理講座

「はじめよう！地産地消」
　日5月11日㈫10時～13時　所南
流山センター　対身体障害者手帳をお
持ちの方　定20人（先着順）　内メ
ニュー①あさりスープスパゲティー②
ミネストローネ③ポテトサラダ④ヘル
シー豆腐ティラミス　費700円程度

（材料費）　申4月28日までに電話また
はファクスで
　問身体障害者福祉センター
☎7155－3638 FAX7153－3437
就労支援講習会「マイクロソフト
ACCESS資格取得」
　日4月17日・24日の土曜13時～
16時　所生涯学習センター　内講義

「企業業務とデータベース」、「データ
ベース構築法」、「ACCESS MCAS
模擬演習」など　費1回1,000円※申
し込み方法など詳細は問い合わせを
　問商工課☎7150－6085
江戸川大学サテライトセンターの講
座「ガーデニングの愉しみ」（全3回）
　２回の講義のほか、最終日は千葉市
花の美術館の現地ツアーも行います。
　日5月15日・29日、6月5日の土曜
11時～12時30分　所江戸川大学サ
テライトセンター　費5,000円※ツ
アーの交通費、入館料（200円）別途
申電話、ファクス、メール（stcenter
＠edogawa－u.ac.jp）で
　問同センター☎7156－7715 FAX
7153－9100
外国語入門講座の補充募集！
　流山市国際交流協会では、5月期（5
月～7月）の次の各講座の補充募集を
行います。

スペイン語入門 日常英会話 中級英会話
開催日 第1・3木曜 第1・3金曜 第2・4水曜
時　間 10時35分～

12時
10時～

11時30分
13時～

14時30分
場　所 南流山セン

ター
コミュニティ
プラザ 北部中学校

　定若干名（多数抽選）　費3,000円
／期（3カ月）※年会費2,000円および
教材費別途　申往復ハガキに住所、氏
名、電話番号、希望講座名を明記し、
4月21日（ 必 着 ）ま で に 〠270－
0192流山市役所企画政策課へ
　問企画政策課☎7150－6064

そよかぜ学童クラブの指導員募集
　▷勤務内容＝八木南小1 ～3年生の
放課後保育　▷勤務日・時間＝月～金
曜：14時～19時、土曜：9時～17時
▷時給＝810円（試用期間3カ月780
円）※交通費規程内支給（車通勤可）　
▷応募要件＝長期間勤務可能な方
　問そよかぜ学童クラブ☎7150－
5797（15時～18時）

初級者テニス教室（全10回）
　日5月7日～7月9日の金曜10時～
12時　所市総合運動公園　対市内在
住の初級クラスの女性※初心者可　定

30人（先着順）　費7,000円　申電話
で市民総合体育館へ
　問市民総合体育館☎7159－1212
河川愛護モニターの募集
　▷活動内容＝日常での河川情報や、
地域の意見・要望、違法行為などを河
川管理者に報告　▷応募資格＝満20歳
以上の対象河川（江戸川、利根運河、
坂川）から概ね5㎞以内に居住する方　
▷委嘱期間＝7月1日から2年間　▷応
募締切＝5月14日まで※応募方法など、
詳細はホームページをご覧ください
　問国土交通省江戸川河川事務所☎
7125－7319

江戸川左岸流域下水道事業計画
図書の縦覧
　▷縦覧時間＝8時30分～17時15分
▷縦覧場所＝下水道建設課　▷内容＝
江戸川左岸流域下水道事業計画に係
る都市計画下水道の関係図書の縦覧
　問下水道建設課☎7150-6097

★「地域住宅計画」の変更
　平成21年5月に作成した地域住宅
計画について、事業の追加などがあっ
たので変更を行いました。変更内容に
ついては、市ホームページでご覧いた
だけるほか、建築住宅課で縦覧できま
す。
　問建築住宅課☎7150－6088
うんがいい！朝市
　日4月24日㈯8時～10時30分　所

運河水辺公園　内野菜、果物、海産物、
ふるさと産品、姉妹友好都市の特産品
などの販売※駐車場はありません
　問商工課☎7150－6085 ／ＮＰＯ
法人コミュネット流山☎7153－8555
南流山の朝市
　日4月24日㈯9時～11時　所南流
山駅前公園　内野菜などの販売※駐車
場はありません
　問商工課☎7150－6085

お 知 ら せ 日＝日時　所＝会場・場所　講＝講師　内＝内容　対＝対象　定＝定員　費＝費用
受＝受付期間　持＝持ち物　申＝申込先・申込方法　問＝問い合わせ　★は市主催のもの

インフォメーション 第1208号　平成22年4月15日㈭7

講座・講演 募集

講座名 期日 時間 費用
① 社 交ダンス 入 門
コース

4月19日 ～7月26日
の月曜 10時～11時15分 6,000円（全12回）

② 楽 し い ビ ー ズ ス
テッチ（ブレスレット） 5月12日㈬ ⑴10時～12時

⑵13時30分～15時30分
1,200円

（材料費別途）

③韓国語会話入門 5月12日～6月23日
の第2・4水曜 13時30分～15時 6,000円

（全4回、定員10人）
④筋力アップ
　A木曜コース
　B土曜コース

4月～9月の木曜・
土曜

A14時30分～15時30分
B10時45分～11時45分

1回500円（予約不要・
上履き持参）

⑤ ロ ーズ セミナ ー
2010

A金曜コース（4月23日スタート）
B土曜コース（4月24日スタート）

ABともに
   10時～12時 19,500円（全5回）

⑥ 行 政 書 士 解 法 革
命講座

5月11日～8月10日
の火曜

19時15分～20時45分
13,000円

（全13回・教材費別
途13,000円）⑦ 宅 地 解 法 革 命 講

座
5月6日～8月5日の
木曜

　申 問生涯学習センター☎7150－7474

生涯学習センターの講座など

市民対象の文化会館パソコン教室

講座名 期日 時間 定員
（先着順） 内容

①ワード中級講座
（全2回）

5月18日㈫･
19日㈬

13時30分～
16時30分

20人

イラストや写真･表を使っ
た文書作成

②ワードⅠ（初級）
講座（全3回）

5月19日 ㈬･20
日㈭･21日㈮ 10時～12時 ワードの基本を学ぶ

③個別対応による
パソコン教室（全2
回）

5月20日㈭･
21日㈮

13時30分～
16時30分

18人

⑴ワード⑵エクセル⑶メ
ール・インターネット⑷
デジカメ編集⑸ホームペ
ージのうち1つ選択

④デジカメ動画編
集･アニメーション
作成 はじめの一歩

（全3回・計9時間）

5月25日 ㈫･26
日㈬･27日㈭

13時30分～
16時30分

ウィンドウズ･ムービーメ
ーカーでデジカメ動画編
集とDVD書込み､ 静止画
からアニメーション作成

【費用(テキスト代)】①②2,000円、③④2,500円 　【申し込み】4月28日までに電話かファ
クス（講座名、住所、氏名、年齢、ファクス番号を明記）で文化会館へ（③は覚えたい内
容⑴〜⑸を1つ選択）※OSはXPを使用（ビスタ・セブンではありません）
　問文化会館☎7158－3462 FAX7158－3442

項目 若葉台 西初石 東初石 青田

①騒音 時間 8 21 6 11

②NO2 日 1（0） 10（0）4（0） 5（0）

③SPM 有無 無 無 無 無

④日平均
　交通量

上り 下り 合計

42,157台 43,028台 85,185台

①昼60デシベル・朝夕55デシベル・夜50デシベルの
協定値を超えた時間
②連続した3カ月間に日平均値が0.04ppmを超えた日
数(0.06ppmを超えた日数)
③日平均値が0.10㎎／㎥を超えた日が2日以上連続し
たことの有無
　問環境政策課☎7150－6083

項目 法・条例に
よる規制値

保証
数値 測定数値

大
気
質

排
出
ガ
ス

硫黄酸化物
（ppm） — 10以下 2月 1未満

窒素酸化物
（ppm） 250以下 30以下 2月 13

塩化水素
（ppm） 430以下 10以下 2月 2未満

ばいじん
（㎎ /㎥ N） 80以下 5以下 2月 1未満

水銀
（㎎ /㎥ N） — 0.03以下 2月 0.005未満

ダイオキシン類
（ng−TEQ/㎥ N） 1以下 0.01以下 1月 0.00028

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査
に約２カ月を要することから結果の公表が遅れます
　問リサイクル推進課☎7157－8250

常
磐
自
動
車
道
（
平
成
22
年
2
月
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
大
気
質
（
平
成
22
年
1
月
・
2
月
）

環
境
測
定
結
果

第264回サロンコンサート　
▶日時＝4月30日㈮12時15分から
▶場所＝市役所１階ロビー
▶テーマ＝〜ただ１曲だけで名前を残して
いる作曲家〜
▶曲目＝オペラ「カヴァレリア・ルスチカーナ」
より　間奏曲　マスカーニ、初恋　越谷達
之助、アヴェ・マリア　カッチーニ、波濤を
越えて　ローサス、チャルダッシュ　モンティ、
ウィーンわが夢のまち　ズィーチンスキー
▶出演＝ソプラノ：石川知子、クラリネット：
佐々木理恵、ピアノ：吉成曜子
▶問い合わせ＝流山市音楽家協会・里舘
☎7153－4085

求人

縦覧

その他
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　4月22日から生涯学習センターで「ハイチ・アー
ト展」が開催されます。
　今年1月末に、カリブ海の小さな国ハイチを襲っ
たＭ7.0の大地震は、死者20万人、被災者300万人
にも及ぶ未曾有の大災害となり、被災地では懸命
な復旧作業が今もなお続いています。
　入場料などの収益はハイチ復興に役立てていた
だくため、すべて黒柳徹子親善大使を通じてユニ

セフに寄付されます。
黒柳さんは「ハイチの
絵画は、第一級の芸
術作品だということ
だけなく、観るもの

をやさしい気持ちにしてくれます。一人でも多く
の方に、ハイチの復興を願うハイチ・アートに親
しんでいただければうれしいです」とメッセージを
寄せています。

【ボランティア募集】　高校生以上の方で、会場監
視や来場者の誘導などをしていただけるボラン
ティアを募集中です。時間や曜日によって参加で
きる日を登録していただきます。
　問生涯学習センター☎7150-7474

日時：4月22日㈭～5月2日
㈰10時～18時（金曜は20時まで）
場所：生涯学習センター
入場料：前売り500円、当
日600円
※�高校生以下と障害者手帳
をお持ちの方は無料

ハイチ・アート展

　今年は、利根運河通水120周年。秋には博物館で利根運河に関
する企画展が予定されています。公民館では、この企画展のオー
プニングを飾る事業として「利根運河通水120周年記念朗読劇」を
10月9日㈯、文化会館ホールで行う予定です。
　この朗読劇に参加していただける出演者を募集します。出演者
には、生涯学習センターで5月から本番までの間、発声や朗読の
技術を学ぶワークショップに参加していただきます。
　なお、脚本はオランダ人技師ムルデルなど利根運河に関わった
人々を描く明治時代の郷土史劇として、旅行作家で劇作も手掛け
る山本鉱太郎さんが執筆を進めています。

【朗読劇ワークショップ】
　▷日程＝①5月10日からの月曜コース、13時30分～15時20分②
5月11日からの火曜コース、10時～11時50分※いずれも全20回　
▷場所＝生涯学習センター（リハーサルは文化会館ホール）　▷定
員＝各コース20人（先着順）　▷受講料＝1回800円　▷講師＝劇団
彩主宰・梅田宏さん　▷申し込み＝電話で生涯学習センターへ
　問生涯学習センター☎7150－7474

震災復興支援絵画展、ボランティアも募集中

四
月
作
品

原
稿
は
直
接
選
者
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

※
必
ず
住
所
・
氏
名（
フ
リ

ガ
ナ
）を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選
（
流
山
市
東
深
井
８
６
５―

１
１
１
）

小
林
稔　

選（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４―

１
０
９
宮
田
方
）

【
評
】
一
句
目　

地
震
の
恐
怖
と
雛
の
か
ん
ざ
し
の
涼
や
か
な
揺
れ
の
情
景
に
、
不
思
議
な
詩
情
の
ず
れ

が
宿
る
。
揺
れ
止
ま
ず
の
措
辞
が
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
役
目
を
は
た
す
。　

二
句
目　

春
の
小
川
の
清
麗
な
水

草
と
小
魚
の
主
役
脇
役
が
、
見
事
に
役
ど
こ
ろ
を
こ
な
し
合
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
景
色
の
い
い
句
柄
で

あ
る
。　

三
句
目　

今
は
機
械
化
の
進
ん
だ
田
打
ち
も
か
つ
て
は
す
べ
て
人
力
に
拠
っ
た
。
懐
か
し
い
農

村
の
原
風
景
で
あ
る
。
乾
い
た
土
か
ら
起
こ
さ
れ
て
温
も
り
の
あ
る
黒
い
土
に
変
わ
っ
て
行
く
過
程
。
写

生
句
で
あ
る
。　

四
句
目　

吹
く
風
が
も
た
ら
す
梅
花
の
香
り
。
梅
の
香
を
ほ
し
い
ま
ま
の
真
ん
中
に
居

る
作
者
の
贅
沢
な
満
面
が
見
え
て
来
る
。
五
句
目　

残
り
鴨
は
春
の
季
題
。
ち
ょ
っ
ぴ
り
横
暴
さ
が
際
立

つ
の
は
写
生
句
の
力
で
あ
る
。

武
田
静
江　

選
（
流
山
市
松
ケ
丘
４―

５
０
５―

90
）

【
評
】
森
口
氏　

陽
光
さ
ん
さ
ん
と
降
り
そ
そ
ぐ
、と
あ
る
公
園
で
の
嘱
目
、「
小
さ
な
騎
士
が
木
馬
走
ら
す
」

突
如
童
画
的
な
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
て
、
活
写
し
て
お
り
、
上
句
と
映
り
合
っ
て
効
果
的
。　

舟
橋
氏

　

花
園
の
歌
は
間
々
、
常
識
的
な
歌
い
か
た
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
優
し
く
、
何
と
な
く
ハ

イ
セ
ン
ス
な
明
る
さ
で
「
華
や
ぐ
少
女
の
ご
と
き
歓
声
」
な
ど
軽
い
タ
ッ
チ
で
透
明
感
が
あ
る
。　

白
坂

氏　

境
涯
詠
よ
り
一
歩
転
じ
た
眼
で
の
歌
い
出
し
で
あ
る
が
、
二
句
〈
日
が
な
一
日
〉
と
定
型
七
音
に
し

て
落
着
か
せ
る
。
現
在
の
混
沌
と
し
た
社
会
、
時
事
の
ど
う
に
も
な
ら
な
い
、
自
分
な
り
の
ジ
レ
ン
マ
を

具
体
的
に
焦
点
を
絞
る
べ
き
で
、
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
短
歌
で
な
い
「
こ
と
ば
」
の
斡
旋
が
欲
し
い
。

朝
の
地
震
雛
の
簪

か
ん
ざ
し

揺
れ
や
ま
ず

水
草
生
ふ
小
魚
の
影
の
二
つ
三
つ

黒
々
と
畑
変
え
て
ゆ
く
田
打
か
な

風
吹
い
て
梅
が
香
を
ほ
し
い
ま
ま

鯉
の
餌
横
取
り
し
た
る
残
り
鴨
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皆
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春
安

	

流
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子

春
の
陽
を
全
身
に
浴
び
公
園
で
小
さ
な
騎
士
が
木
馬
走
ら
す
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園
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つ
る
光
に
花
あ
ふ
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少
女
の
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と
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ぐ
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お
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日
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幸
せ
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え
ぬ
世
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若
葉
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房
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西
平
井	
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京
子

福
寿
草　
　
　
　
　
　

	

平
和
台　

佐
瀬
ま
り
子

【評】「私の一生は激しい嵐だった」と書き記したのは、どの詩人だっ
たであろう。毎日が穏やかな春の一日のようであったなら、退屈な人生
であるに違いない。思い起こせば楽しい日々もあったのだ。逆境の時は
苦しさを素直に詩に書き表すことで、かすかな喜びが生まれてくるのを
感じることができるのではないだろうか。たくさんの人の想いがこめら
れた言葉に私の想いを背負わせていくこと、それはあなたを見つめるも
う一人の私の眼差しが、あなたをやさしく見守っているからであろう。

俳
句 市
民
文
芸

短
歌詩

市内で行われたイベントや話題の情報など、
幅広くピックアップ！ 旬の出来事をお届けします。

桃
の
木
の
し
た

黄
色
い
花
が
あ
ざ
や
か
に
咲
い
て
い
た

じ
っ
と
見
て
い
た
ら

「
春
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
だ
よ
」

と
語
り
か
け
て
く
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た

花
に
と
っ
て
の
一
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と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

に
ん
げ
ん
の
一
生
は

波
乱
万
丈

こ
の
身
を
け
ず
り
な
が
ら

仕
合
わ
せ
へ
の
階
段
を
探
し
も
と
め
る

す
す
む
べ
き
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を
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つ
け
出
そ
う
と

彷
徨
う
魂
の
よ
う
に

も
が
い
て
い
る

ま
だ
ま
だ

人
生
の
春
は
遠
す
ぎ
る

流山
な
が
れ
や
ますたいる

利根運河の桜を楽しむ
模擬店やライブ、餅つきなど趣向を凝
らした２つのまつりで
　市内の桜もようやく見ごろを迎えた4月の第1
週。週末には桜のイベントが利根運河で行われ、
多くの家族連れなどで賑わいました。
　3日の「うんがいい！花見」は、利根運河交流館の
運営を受託しているNPO法人コミュネット流山（堂
下延代理事長）が利根運河通水120周年を記念して初めて開催したもの。模擬
店のほか、市内在住のフォークシンガー・有吉かつこさんのライブ、流山市歴史
文化研究会手作りの紙芝居の上演など、大人も子どもも楽しめる1日でした。
　4日に行われた流山商工会議所北部支部（鈴木利男支部長）による「運河桜まつ
り」は、昭和58年から行われている春
の運河の恒例行事。模擬店や、演歌
歌手の麻生直花さんの歌謡ショー、総
勢約200人による「よさこい」、餅つ
きなどで盛り上がりました。また、市
の緑化推進の一助にと募金活動も行わ
れ、翌5日には同支部の鈴木馨さんが
井崎市長を訪問し、「ふるさと緑の基
金」に寄付してくださいました。

利根運河通水120周年記念朗読劇
ワークショップの出演者募集

真新しいランドセルや制服が
まぶしいドキドキの新生活
　今年も満開の桜の下、4月7日に
は中学校、8日には小学校の入学
式が行われました。
　北部中学校（伊藤明校長）の入学
式では、新入生代表の川島拓也く
んが「授業、部活を精一杯頑張って

充実した中学校生活にしたいと思います。夢に向かって、仲間と心を一
つにしていくことを誓います」と新入生誓いの言葉を述べました。
　一方、8日の小学校の入学式。流山北小学校（愛宕道行校長）では、
式典後に校門前で記念撮影する家族が見られました。新1年生のいとう
まおさんは、ちょっともじもじしながらも「友だち
をたくさんつくりたいです。学校に来るのが楽し
みです」と話してくれました。また、よこたかいや
くんは「広い校庭で、い～っぱい遊びたい！」と元
気いっぱい。
　今年は、中学校男子646人・女子614人、小
学校男子743人・女子777人の合計2,780人
が新生活のスタートを切りました。

小・中学校で新1年生2,780人が
新たな門出


